
◆令和５年度協働のまちづくり事業助成金事業一覧

所 属 名 事　業　名　 事業主体 事業費 助成額 事　業　の　概　要

松 江 市 8,031,080 4,909,000

ふるさと再発見プロ
ジェクト～part1美人塚
～

東出雲ふるさと再発
見プロジェクト推進
隊

696,100 687,000
地域の担い手育成と文化資源の継承を目指し、美人塚をテーマとした商品開発
（干し柿の葉を使ったお茶）に取り組むとともに、美人塚伝説と神話を辿るパ
ンフレットの作成や花菖蒲まつりの開催などを行った。

Matsue Geo SUP Fes
2023 in 野波ビーチ

公益社団法人松江青
年会議所

1,986,607 800,000
２日間滞在型のSUP(手こぎボート)イベントを開催し、PR用のダイジェスト動画
を作成した。地域特有の自然・食・歴史文化や住民とのふれあいを発信するこ
とにより、新たなスポーツツーリズムコンテンツを創造した。

高校生の演劇プロジェ
クトin島根町

あめいろ 236,110 200,000
小学生や中学生に地域の価値を伝えることを目的として、高校生による「加賀
の潜戸」と「小泉八雲」の調査を行い、八雲が加賀の潜戸を訪れたときの様子
を演劇にして発表し、島根町と小泉八雲の魅力を多くの人に伝えた。

「忌部夏まつり」世代
間交流の拡大と伝統文
化継承事業

忌部夏まつり実行委
員会

429,938 100,000
世代間交流と伝統文化の継承を目的として、忌部地区内のあらゆる年代が参加
する夏まつりを開催した。伝統文化である盆踊りにあわせてコンサート等を行
い、地区内外から参加した多くの住民が交流した。

自主映画「源助の架け
橋」上映会

水の都映画製作委員
会

871,111 800,000
松江のシンボルの一つである松江大橋に伝わる伝説をモチーフにした自主映画
「源助の架け橋」の上映会を開催し、地域に伝わる伝説や言い伝えを次世代に
語り継いでいける機会を設けた。

復活「佐太神社門前
市」事業

佐太神社門前市実行
委員会

673,148 660,000
佐太神社お忌祭に合わせて門前市を開催した。参道の両側にテントブースを設
置することで、より多くの参加者を呼び込むことができた。また、神社門前市
の歴史を紐解き、資料性の高いリーフレットを作成した。

ゆうあい熊野館と地域
資源を活用した宿泊・
体験・交流事業

八雲地区地域資源活
性化検討会

966,750 800,000
「くまのマルシェ」を開催し、新鮮野菜や特産品を販売することで地域産品の
PRを行った。また、地域資源を活用した紙すきやそば打ち等を体験するモニ
ターツアーを行い、交流人口の拡大や地域の活性化を図った。

町中が絵本・アートプ
ロジェクト

宍道鼓動芸術祭実行
委員会

2,171,316 862,000
宍道鼓動芸術祭において、地域の施設をキャンバスにした作品展示などによ
り、多くの来場者にまちの魅力や歴史的価値を伝えた。また、若者を中心にプ
ロジェクトを進めることで、地域の担い手の育成を図った。

浜 田 市 5,878,470 2,078,000

いわみ子供神楽ＦＥＳ
ＴＡ２０２３復活記念
大会

どんちっちサポート
ＩＷＡＭＩ

1,104,827 200,000
コロナ禍で中断していた「いわみ子供神楽FESTA」の復活記念大会及び子供神楽
団体に所属する子供たちによる神楽絵画コンクールを開催した。子供たちの交
流と親睦、石見神楽の後継者育成やふるさと教育に資することができた。

アジ祭り アジ祭り実行委員会 487,998 200,000
浜田市の特産品である「どんちっちアジ」の炭火焼き販売や石見神楽の公演を
行うイベント「アジ祭」を開催した。市内外からの来場者に、特産品である
「どんちっちアジ」の美味しさを再認識してもらった。

ハマイロ音楽会 ハマイロＬａｂｏ 385,000 192,000
地域の交流スペース「ハマイロ」で、県内外から音楽家やバンドを招き、子供
から大人まで楽しめる音楽会を開催した。様々な音楽に触れる機会を提供する
ことで来場者同士の交流が深まり、音楽の拠点づくりが進んた。

JTサンダース広島バ
レーボール教室in浜田

浜田市バレーボール
連盟

207,341 103,000
Ｖリーグに所属するJTサンダースを招いてバレーボール教室を開催した。参加
した小中学生のバレーボールへの関心を深め、技術向上を図るとともに、教室
運営に関わった市内指導者の連携と交流を促進することができた。

三隅氏発祥８００年記
念事業

三隅氏発祥８００年
の会

1,016,677 200,000
中世に三隅の地を治めていた三隅氏の発祥から８００年に当たると考えられる
ことから、講演会などの記念イベントを開催した。住民が地域の歴史を知るこ
とで郷土の誇りと愛着を育む機会となった。

石見・海フェスin国府
海岸２０２３

lani kokuhu kai 449,487 200,000
国府海岸を会場に食・雑貨の出店やダンスなどのイベントを開催し、多くの来
場者に国府海岸の魅力を発信した。また、地元住民や大学生とも協働すること
ができ、若者を中心とした人材育成に資することができた。

ゆうひパーク浜田サ
マーフェスティバル

浜田ローターアクト
クラブ

286,100 200,000
「道の駅ゆうひパーク浜田」で石見神楽の上演やステージイベントなどの祭り
イベントを開催した。コロナ禍で叶わなかったサークル活動の発表の場にもな
り、市の玄関口「道の駅」を魅力ある施設として盛り上げた。

石見神楽を支えつなが
る－Ｋ４

プロジェクトＮ 714,061 200,000
石見出身の手仕事のプロと若手日本画家、浜田発祥の神楽産業のコラボ展示会
を開催し、子供から高齢者まで多くの来場者があった。パネルディスカッショ
ンを通して神楽産業と伝統継承について考える機会となった。

一般社団法人浜田青年会議所
創立６５周年記念事業
colorful splash イカし
た仲間とイカした思い出

一般社団法人浜田青
年会議所

432,633 200,000
市内８校の生徒が参加し、陣取りゲームを体験するイベントを開催した。作戦
会議などを通じた友人・他校生徒と交流する機会を提供することで、コミュニ
ケーション能力の向上と楽しい思い出づくりに貢献した。

第１回　ふれあいジ
ム・かなぎ祭り

特定非営利活動法人
浜田フットサルクラ
ブ

367,015 183,000
市民の健康増進・体力向上及び地域の発展と振興を目的に、ステージイベント
やスポーツ屋台を開催した。「サッカー×イベント」のコラボにより参加者の
健康増進に資するとともに「ふれあいジムかなぎ」の魅力を発信した。

浜田ガールズカップ２
０２３

浜田ガールズカップ 427,331 200,000
県内外のサーフィン愛好者などを対象としたサーフィンコンテストやサーフィ
ンスクールを開催し、浜田の財産である海を多くの人に体験してもらう機会と
なった。また、参加賞として浜田の産品を用いるなど浜田市のPRもできた。

出 雲 市 5,961,371 3,693,000

多岐地域元気事業【令
和５年度版】

多岐元気な会 562,281 350,000
多岐地域を訪れた人が「また来たい」「住んでみたい」と思える「まち」にし
ていくことを目的に、地元小中学校生徒や保護者等とのふるさとミーティング
やモルック（フィンランド発祥のスポーツ）大会など８つの事業を実施した。

いちじく農家の海辺の
朝ごはん

多岐いちじく盛り上
げ隊

290,435 189,000
多岐地域特産のいちじくの収穫体験及び海岸での朝食提供(いちじく含む)を実
施した。毎回、募集開始間もない期間で募集定員に達するなど好評であり、地
域への観光客の誘致や多岐いちじくのPRに加え農家の意欲増進に繋がった。

生ごみ「かえ～るBox」
出雲市版！

特定非営利活動法人
かえる倶楽部

270,757 215,000
家庭での生ごみを堆肥化する「かえ～るBox」を市内保育所やコミュニティーセ
ンターへ設置し、多くの市民に実物を見てもらいPRするなど、畑を持たない家
庭でも可能な生ごみ減量化を推進した。

防スポin長浜中央公園
【令和５年度版】

特定非営利活動法人
出雲スポーツ振興21

882,945 400,000
防災とスポーツリクリエーションと組み合わせた防スポを実施し、子供から高
齢者まで幅広い年齢の方が参加した。高齢者疑似体験セットの装着体験やクイ
ズ形式の学習などを取り入れ、防災知識の向上を図った。

説明資料 ５



所 属 名 事　業　名　 事業主体 事業費 助成額 事　業　の　概　要

町づくり（桜の名所づ
くり）【令和５年度
版】

見々久町内桜植栽推
進委員会

559,980 400,000
地域の広大な桜の植栽地を活用した「星空観測会」「出雲市南部神楽共演祭」
を開催し、市民の出会いと交流を深めたほか、草刈り等の植栽地整備を行っ
た。昨年度比約２０％増の集客があり、地域の知名度向上が図れた。

ひらたキッチン（雲州
ひらたマルシェ）事業
【令和５年度版】

特定非営利活動法人
プレーパークてんと
う虫

568,263 400,000
平田地域の活力を取り戻すため、｢ひらたキッチン｣や｢一式飾りワークショッ
プ｣を開催した。イベントでは多くの来訪者で賑わい‘やればできる’という自
信に繋がった。また、出雲空港からのバス運行に向けた協議を行った。

住民の防災意識と地域
防災力アップ事業

直江地区災害対策委
員会

362,158 284,000
防災の専門家による防災研修会を開催し、地域住民の防災意識の高揚と地域防
災関係者の資質向上を図った。住民の中には｢自治会の必要性を感じた」との声
や近隣消防団の参加もあり、地域防災力の向上の一助となった。

廃校を使った地域コ
ミュニティーづくり

サードプレイス 653,170 400,000
地域資源である廃校で｢山のうえの学校マルシェ｣を開催し、約1,300人の来場者
があった。地域住民と来場者との交流に加え、地域の子供から高齢者までが一
体となって準備を進めたことで地域の世代間交流を育んだ。

いずも多文化ひろば
２０２３

多文化“結”の会 291,221 168,000
異なる年代・言語など多様な文化に触れることができる「いずも多文化ひろ
ば」を開催し、約600人の市民が参加した。スタッフとして中高生や大学生を含
む約50人の参加があり、多文化共生社会づくり担い手の連携を深めた。

出雲ｅモータースポー
ツグランプリ

ＮＰＯ法人山陰自動
車文化振興会

795,563 400,000
若者を中心に人気のあるｅスポーツの体験会と競技会を開催した。体験会には
応募者に加えてその家族や友人など多くの参加があり、競技会はｅスポーツら
しい演出と迫力で、ｅスポーツへの理解を進めることができた。

出雲市小学生俳句コン
クール

出雲市小学生俳句コ
ンクール実行委員会

362,158 251,000
心豊かな子供の育成に寄与するため、出雲市内の小学生を対象とした俳句コン
クールを開催し、優秀作品の投句者を表彰した。また、表彰句を集めた冊子を
作成し、市内全小学校に配布した。

出雲ダンスフェスinゆ
めタウン出雲

出雲ダンスフェス実
行委員会

362,440 236,000
ストリートダンスやベリーダンスなど様々な分野の18団体が参加し、大型商業
施設でダンスフェスを開催した。これにより、ダンスに関する発表機会が少な
いという地域課題の解消と文化振興が図れた。

益 田 市 1,284,645 1,070,000

人権課題等における人
材育成事業

益田市市民活動養成
塾

202,000 147,000
人権問題に関心を持ち、その担い手となる次世代の養成を目的に、ハンセン病
問題や民族問題、環境問題など様々な人権課題について、複数の公民館で研修
会を開催した。また、活動記録誌を作成、市内全公民館に配布した。

「歴史茶話会」拡大事
業

吉田地区自治協議会 238,645 223,000
住民が地域の歴史・文化を知ることで、地域の魅力を掘り起こす「歴史茶話
会」を、専門の講師による４回シリーズで開催した。多くの方に参加して貰
い、「歴史茶話会」の認知に繋がった。

柴犬で空港利用促進支
援事業

ＮＰＯ法人日本犬益
田柴犬育成会

844,000 700,000
柴犬の聖地「石号の里」である益田市の柴犬愛好家が、萩・石見空港等で柴犬
による乗客のお迎えイベントを継続的に開催した。この活動がメディアにも取
り上げられ、萩・石見空港と益田市の知名度アップに貢献できた。

大 田 市 1,402,813 1,100,000

関係人口を迎えるSDGｓ
ポータルサイト制作事
業

馬路おこし会ふるさ
と振興部

334,000 300,000
琴ヶ浜の環境保護・保全のSDGs活動等に地域外からの参加を募るためのコンテ
ンツを作成し、メルマガで情報発信した。SDGs活動への参加や街歩きガイドに
よる馬路観光などを進め、地域住民と地域外の人との交流を図った。

地財・人材を生かした
新生「くりの郷」プロ
ジェクト

くりの郷　遊香夢 478,778 300,000
耕作放棄されたゆず畑の管理を請負うことで、耕作放棄地の解消とゆずの増産
に貢献した。また、高齢化した柚子胡椒生産者の商品生産を承継するととも
に、地域生産品を使った新商品(唐辛子味噌)を開発した。

日本遺産「鬼岩」等魅
力発信体制整備事業

ふるさとおにむらづ
くり実行委員会

359,258 300,000
日本遺産構成文化財に指定された「鬼岩」の看板設置やリーフレット作成を行
うとともにＳＮＳの開設などによる情報発信体制を整備した。こうした取組な
どにより、来訪者の増加や認知度アップに繋がっている。

地域の農産物を活用し
た「特産品」と「場」
づくり

SANBE　PRODUCTS 230,777 200,000
三瓶町池田地区の農産物を活用した独自の特産品（お土産菓子）を開発し、地
域産品の情報を発信した。また、特産品の開発・加工・販売する作業工程の中
で、地域住民が世代を超えて集まり交流する場を創ることができた。

安 来 市 505,906 500,000

安来ボランティアフェ
スタ＆交流会

安来ボランティア団体
ネットワーク

505,906 500,000
市内ボランティア団体の活動展示や情報発信を行うボランティアフェスタを開
催し、多くの市民に活動を周知した。また、ボランティア団体の交流会を開催
するとともに、ボランティア啓発の動画作成･投稿や冊子作成･配布を行った。

江 津 市 2,911,836 2,100,000

お花見ビール列車事業
風の国事業実行委員
会

315,000 300,000
民間会社が企画する益田駅発の貸切お花見列車と連携し、地域の特産品の試食
や石見神楽の鑑賞に加え、地域住民との交流イベントを実施し、地域外からの
参加者に対して地域の魅力を発信した。

ごうつ塾～創造力特区
と地方創生について考
える～事業

ＮＰＯ法人てごねっ
と石見

342,000 300,000
地方創生を学んでいる大学生を招請し、２回にわたって江津プログラム（地域
振興などの取り組み）を体験してもらい、プラグラムのブラッシュアップを図
るとともに江津市の魅力に触れて貰い、継続的な関係維持を図った。

ビール＆日本酒列車事
業

波子まちづくり活性
化協議会

300,000 300,000
民間会社が企画する出雲駅発の貸切列車と連携し、地域の特産品の試食や石見
神楽の鑑賞、地引き網体験に加え、地域住民との交流イベントを通じて参加者
に地域の魅力を発信した。

江津市の苔を用いた有
福温泉の関係人口獲得
促進事業～有福温泉×
苔ツアー～

山陰ギフト 366,167 300,000
有福温泉にある苔の圃場と温泉を組み合わせたツアーによる関係人口の創出を
目的に、モニターツアーを実施した。募集開始後すぐに定員に達したこと及び
アンケート結果から、苔をテーマにした観光にニーズがあった。

教育的体験プログラム
発信事業

有福温泉振興会 334,000 300,000
有福温泉宿泊客に廃材アートワークショップや子どもたちの屋台サポートなど
に参加してもらうとともに、チラシ配布による保育留学の取組みを発信した。
また、一緒に取組んだ市内事業者との協力体制を構築できた。

書と文学の資料室づく
り事業

書と文学の資料室実
行委員会

301,946 300,000
江津市都野津町の古民家（空き家）を住民・近隣の学生・域外の関係者が協力
して、住民同士の交流できる場として図書館に改装した。この作業を通じて域
外の人に都野津への関心を持ってもらううことができた。

有福温泉祭２０２４事
業

有福温泉祭実行委員
会

952,723 300,000
有福温泉ファンを作ることを目的に、従来の｢飲食｣に｢サウナ｣と｢音楽｣を加え
たイベントを開催し、新たな有福温泉の楽しみ方を提案した。参加した方々と
の関係性が構築でき、イベントの定着に向けた機運も生まれた。



所 属 名 事　業　名　 事業主体 事業費 助成額 事　業　の　概　要

雲 南 市 920,806 800,000

終活の情報提供・実施
支援事業

うんなん終活支援セ
ンター

202,413 200,000
人生を最期まで安心して生活できるように、終活イベントの開催及び終活ファ
イル(エンディグノート)の作成・配布により、地域住民へ終活情報を提供し
た。また、活動を通して行政関係者や福祉団体とのつながりができた。

きすき駅前盆踊り夜市
木次駅通り商工振興
会

222,813 200,000
地域の盆踊りに併せて夜市や木次線応援ライブショーを開催し、木次駅前周辺
の賑わいを創出した。地域の若い世代や中学生ボランティアが運営に参加する
ことで、地域の伝統行事への理解を深めてもらう機会となった。

Kurai Family Band と
おんがくで遊ぼう

ＵＮＮＡＮアートス
タート実行委員会

286,240 200,000
クライファミリーバンドを招いて木次線列車内でのライブとチェリヴァホール
でのハーモニカワークショップを開催した。音楽を介して世代を超えたコミュ
ニケーションが生まれるとともに、木次線や列車の良さを感じて貰えた。

元気で長生き！運動習
慣の定着化を目指す

幡屋地区健康を守る会 209,340 200,000
雲南市幡屋地区住民の健康寿命の延伸に向けて、ウオーキングマップを作成
し、家庭への配布を行った。この取組により、健康づくり活動への関心が高
まった。また、地域を歩くことで地域の魅力の再発見に繋がった。

奥 出 雲 町 1,792,443 730,000

棚田展望台を核とした
農業及び地域振興

福頼の景観を守る会 163,952 108,000
日本農業遺産認定の福頼集落棚田の見学者に、棚田展望台でのガイド（棚田産
の仁多米おにぎり付き)を行った。棚田展望台からの景色とたたら製鉄から仁多
米まで辿った歴史を紹介することで、町や仁多米のＰＲができた。

子どもと学ぶ「奥出雲
ことば」保存伝承プロ
ジェクト

奥出雲弁研究会 531,360 300,000
地域に残る方言のミニ辞典｢これぞ奥出雲ことば１００選｣の発行や、ふるさと
の暮らしを方言で語り伝えたＤＶＤ｢奥出雲はなし言葉｣を製作・配布した。こ
れにより、ふるさと学習や都市との交流、方言の記録・保存に役立った。

Issyoni Tomoni プロ
ジェクト2023～海を
渡った仁王像！オラン
ダと奥出雲をアートで
結ぶプロジェクト～

仁王像プロジェクト
横田

567,964 140,000

奥出雲町の岩屋寺からオランダに渡った仁王像がオランダの伝統工芸デルフト
タイルに再現されて町内に保管されており、この再現像の公開、展示イベント
や講演会の開催、岩屋寺周辺の環境整備などを実施した。活動を通して国際交
流の活性化、地域資源の保存・保護・活用、地域への愛着心の醸成が図れた。

中世山跡「唐墨城跡」
一帯を学習の場とする
ための環境整備

唐墨城跡を楽しむ会 529,167 182,000
毛利氏が築いた唐墨城の跡地は、地域住民の手で整備され、ふるさと教育や住
民の健康づくりなどに活用されている。さらなる活用を図るため、専門家によ
る傾斜地樹木の伐採や住民による手作り遊具の設置、登山道の整備を行った。

飯 南 町 3,435,438 2,000,000

住民と協働したシティ
プロモーション

飯南町 3,435,438 2,000,000
昨年度作成した飯南町の魅力を紹介した書籍「余白の中で。」をツールとし、
住民が参加するオリジナルグッズコンテストや住民が町の魅力を語るトークイ
ベントなど様々な人が当事者となる事業を展開し、町の魅力を発信した。

川 本 町 8,213,438 1,860,000

『公文協アートキャラ
バン事業　劇場へ行こ
う３』音楽座ミュージ
カル公演事業

川本町 8,213,438 1,860,000

音楽座ミュージカル「シャボン玉とんだ宇宙まで飛んだ」の公演と出演俳優と
ミュージカルの楽しさを体験するワークショップを開催した。プロの芸術に触
れることの少ない子供たちに文化芸術を体験する機会を提供し、豊かな人間性
と創造性を育んだ。

美 郷 町 2,082,187 2,000,000

創作神楽作成事業 美郷町 1,697,447 1,697,000
神楽演目「八岐大蛇」をベースとし、バリ島の民族楽器ガムランとバリ舞踏の
要素を取り入れた創作神楽を作成・上演した。複数の神楽団体との協働によ
り、町の文化・観光資源である神楽を振興する道筋を作る事ができた。

ガムラン・ゴングク
ビャル修繕ワーク
ショップ事業

美郷町 384,740 303,000
寄贈を受けたバリ島民族楽器「ガムラン・ゴングクビャル」の損傷部分を、バ
リ文化振興アドバイザーの指導を受けながら、町内外のガムラン愛好者で修復
することにより、同楽器の保全技術を習得するとともに交流拡大を図れた。

邑 南 町 2,035,000 2,000,000

地域づくり福祉連携事
業

邑南町 2,035,000 2,000,000
石見養護学校の木工実習の公開授業「つみきサークル｣の実施に向けた試行及び
周知のリーフレットを作成した。また、矢上高校寄宿舎の整備にあたり、生徒
参加のワークショップを開催し、多様性に配慮した館内サインを作った。

津 和 野 町 512,341 395,000

町民目線のリアルで魅
力的な情報発信事業

Lady Go～Tsuwano～ 512,341 395,000
津和野高校保護者と移住者との茶話会やＵＩターン者の集いなどを開催し、町
の魅力発掘と住民の繋がりづくりを行うとともに、町民の意識調査のための仕
組みづくりや、移住体験プログラム作成に向けた先進地視察を行った。

吉 賀 町 2,084,060 2,000,000

地域のつながりなおし
協働事業

吉賀町 2,084,060 2,000,000

県立大学生と地域住民や地元小学校児童とが新たな集いの場「くらぎナイト」
や「こたつ公民館」のイベントを企画・開催し、住民同士のつながりの再構築
に繋がった。また、高齢者の移動に関する課題に対し、専門家による勉強会や
トゥクトゥク試乗会を開催した。

海 士 町 1,366,927 1,226,000

島のウェルビーイング
アッププロジェクト

海士町協働プロジェ
クト実行委員会

1,366,927 1,226,000
海外の食・音楽に触れる異文化交流、多世代が参加するスポーツ交流、郷土料
理の伝承や地産地消の推進を目的としたイベントを実施し、住民の暮らしに豊
かさをもたらすような兆しをもたらした。

知 夫 村 406,594 406,000

みんなの「いい音」音
楽会

みんなの「いい音」
音楽会実行委員会

406,594 406,000
生の芸術文化に触れる機会が極めて少ない村民のため、プロの音楽家を招いて
学校（児童生徒対象）と図書館（住民対象）で音楽会を開催した。村民有志に
よる音楽サークル発足の動きがあるなど島の芸術文化の振興に寄与した。

隠 岐 の 島 町 2,096,844 1,000,000

北井一夫写真展in隠岐
北井一夫写真展in隠
岐実行委員会

2,096,844 1,000,000
文化芸術への理解や関心を深めることで町の文化振興を図ることを目的に、写
真家北井一夫氏の来島時の作品を中心とした写真展とトークショーを開催し、
美術館や博物館のない隠岐の島町内で文化芸術に触れる機会を提供した。

計 50,922,199 29,867,000 事務費を除く


